
第１回和島地域委員会 次第 

 
日時：令和 2 年６月 10 日（水） 

午後４時から 
場所：和島保健センター１階 

「検診ホール」 

 
 
１ 開 会 

 
 
２ あいさつ 

 
 
３ 議 題 
（１）地域委員が担う機能の移行イメージについて（１回目） 

 
 
４ その他 
 

 

５ 閉 会 

 



令和２年６月　地域振興戦略部

現在
※条例設置

第１段階
（地域委員会の運営を一部見直し）　※条例改正なし

第２段階
（地域委員会を廃止し、新たな仕組みに置換え）　※要綱設置

Ｒ３年度 Ｒ４年度以降

― ・分科会に専門家等が参加できるようにする
・地域からの要望・提案の取扱いを明確化
・地域の状況に応じた広聴の場を設定できる
・地域の状況や課題に応じて、多様な検討チームを設置し柔軟にメンバーを選定できる

２年間組織・メンバーが固定化。課題に適した柔軟な組織・メン
バーの設定や、外部の専門家を参加させずらい

必要に応じて、専門家や外部の経験者等が検討に参加できる
→　議論が深まり、実行性も向上

地域を俯瞰できるコミセン等をプラットホームに、組織とメンバーを柔軟に選定できる
→ 多様な課題に対し様々な住民が検討に参加することで、 議論が深まり、実行性やまちづく
りの意識も向上

地域委員会の活動が住民に認知されていない
　→支所だより等で周知する

支所からのお知らせなどで活動を周知することにより、住民への認知度を高め
る

プラットホーム化された新たな仕組みで、パブリックコメントやコミセンだより等を活用しながら、
区長会等を通じて地域全体に情報発信することで住民への認知度を高める

地域の要望に対する市の対応が明確化されていない
　→要望の対応をルール化する

・対応をルール化する
対応を明確化（地戦部集約後、担当課で検討。市長協議のうえ回答）
→　地域の要望が政策検討に繋がり、実行性やまちづくりへの意識も向上

住民要望は区長等の方が詳しい場合がある 同左
地域の状況に合わせ、区長のほかコミセンや任意の新組織等を活用することで、より幅広い住
民から地域に密着した意見が聴取できる
→　広聴が強化。まちづくり検討と役割分担し、それぞれの専門性も高める

生活系広聴は区長
会等でも担える ― － 地域の状況に応じて柔軟に選択、設定できる

世代等バランスのと
れた意見集約 ― 14人以内の地域委員会がベースであり多世代の参加は限定される 地域の状況に応じて柔軟に選択、設定できる

ＳＮＳ等の活用で多
様な声も拾える ― － 個人攻撃等のリスクを回避する仕組みの検討を要する

意見が政策検討に
取り上げられる ― － 要望の取り扱いを明確化することで透明性を確保する

メンバーと組織を柔
軟に設定できる ― 地域委員のほか、専門家を加えることができる 課題に応じた組織とメンバーを柔軟に設定できる

多世代が気軽に意
見を出し合える ― 14人以内の地域委員会がベースであり多世代の参加は限定される 自主的な検討チームを設置しやすくなるため多世代の参加が促される

俯瞰した立場で検討
できる ― －

俯瞰した立場の組織（プラットホーム）のもとで多様な検討組織が設置できるため、俯瞰性と専
門性の両立が可能

多様な主体、地域が
連携できる ― － プラットホームのもとで情報共有、連携を促すことが可能

検討結果が地域内
で共有される ― － コミセンだよりや支所からのお知らせなどで周知することにより、住民の認知度を高める

提案が政策検討に
取り上げられる ― － 提案の取り扱いを明確化することで透明性を確保する

（
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連合町内会
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推進協議会
（コミセン）
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若者活動団体、

区長会＋コミセンほか
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（個人の意見）

広 聴

防災や除雪、ごみ収集など、主に生活に密着した内容

まちづくり（企画・提案・実践）
宝の磨き上げ、子育てや交通などの地域課題
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※当面運営をバックアップ



令和２年度 和島支所主要事業一覧表

№ 事　　　　業　　　　名
新規
継続

支所担当課

1 地域の宝磨き上げ事業 継続 地域振興課

2 住民サービス緊急対応事業 継続 地域振興課

3 斎場整備事業 新規 市民生活課

4 一般観光事業 新規 産業建設課

5 観光施設整備事業 継続 産業建設課

6 生活基盤整備事業 継続 産業建設課

7 公共交通等確保維持事業 継続 産業建設課

8
災害応急復旧対策事業費
　「地域の救急箱」

継続  地域振興課

9 中学校大規模改造事業 継続  地域振興課

10 八幡林官衙遺跡等活用発信事業 新規  地域振興課

生活道路の補修、拡幅改良、河川整備等　 ８箇所

・舗装補修（東保内 L=40m、小島谷L=240m)
・道路新設改良　道路改良等（両高 L=100m、和島中沢
L=120m、城之丘L=80m、小島谷L=100m）
・消雪施設等整備（荒巻 L=230m）
・準用河川整備（下富岡川 L=90m)

デマンド型乗合タクシー実証実験

小規模災害の初動に迅速に対応

トイレ改修工事設計委託

出土品再整理、発掘30周年特別展・講演会・体験会

和らぎ家空調設備改修工事

概　　　　　　要

「良寛・貞心尼とはちすば通り」・「越後鉄道と住雲園」・「村岡城
址周辺」の３つの「宝」の活動団体の連携強化、企画提言、共
通事業等を和島の宝地域づくりネットワーク会議が実施する。
また、地域の特色に応じた柔軟な対応とするため、ふるさと創
生基金事業と一体化し実施する。

・良寛さまＰＲ事業
・住雲園庭園整備事業
・村岡城址雪割草保護活動等
・花街道わしま事業
・島崎の魅力発信事業
・ふるさとサイン再生事業

各地域の住民要望や地域課題に迅速的かつ弾力的に対応

（仮称）長岡北部地域新斎場測量等委託

良寛の里美術館  良寛没後１９０年企画特別展



 

 
 

中止

検討

中止

延期 →10 月中

中止

縮小

延期

→9/26

延期

→11/1

検討

中止

検討

中止

中止

中止首都圏ふるさとわしま会 第 40回総会（例年 10月下旬） 
【和島の宝事業変更内容】 
延期北辰中良寛さまを歩く 
中止トリムハイキング、住雲園お茶会 
縮小住雲園庭園整備、住雲園建物リフレッシュ 


